
安全 一安心･ 住Ｋで良力ヽつた･ 跨れるまぢ　 八溝

約３万憚の土地を買収その建設に着手した.．

同１６年（1941 ）１０月までに、 約５００戸

の住宅と、乗会所、市浦、映画館、浴・ 、保育園、

神社、公園などの福利施設が誕生し、ここに｛コータ

リーを中心とした．６本の放射線状の道路と区圖さ｝

れた.大規摸な住宅街が誕生じた．

即ち、これが『八漓住宅街』の起源であり、「八

瀦」の名は、この工事をおこな つた八日市屋澄太郎

氏の名に由来するものである．

当時、陸軍の後押しを受けてこの住宅街開発を一

任された八日市屋測太郎氏とは、金沢出身の建築家

の２代目で、先代lま大正時代の上野↑専覧会の仮設建

築などで鳴らした有名なランカイ屋（博覧会プロデ

ュー スを本９とする）だったらしい、この実隷を買

われたとみられる。

この［ ］－タリ ーを中心とした、当時としでは画期

的で斬新なまちづくりは、八日市屋氏が。当時とし

ては珍しい欧抑|旅行を経験しており、そこで広げた

竟『司から着想を得たものと眼われる、

そして両はさらに整備さ れ、三軒長屋など８５０戸

とち言われている賃Ｒ 住宅のほか、多くの工員寮も

造られ、郵便局なども合わせて、今でいう「大ニュ

ータウン」とな ったのである。

当時の「となり組」と称する町会は、現在の「八

清親和会」の前喬となる自治会として、昭和１６年

１０月から結成準備さ れ、第一町会から第五町会の
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わがまちの自治会 八清親和会 トピックス

会員の元気を　八溝地域の元気に

令和２年度は、新型コロナウイルス惑染拡大により、自治会本来の行事・活動が中止や自粛になっ

た茫め、この１年間は八清親和ａ会報で、シリーズものもお伝えしていきます。

八濡親和会員も、八清住宅ができた当時からの1 世代会員が少なくなり、２世代３世代の会員、

戦後転入してきた｡会員等び多くなり、地域の歴史を知る人は少なくなりました。

八洲住宅地域や八清親和会を見つめ直すシリーズ“わが街・わが自治会の今・昔'Iを掲載します。

◆ 劃 回は、私 たちが 住 ん で いる｢ 八 清 住 宅｣ と｢八 清｣ の 由 来をご 存 知 で す か ！

“敏哺=中の桑畑 が広がる農村地 帯に突発 的に出現したまち’

“当時としては画期的な近代ニュータウン゛

昭和１３年(1938 で)昭和村、現在の立川・昭島市両地にまたがる国

営昭和記忿公国の地に設立された。名古屋造兵廠立川製作所( 後の陸軍

航窯工廠) が拡張につぐ拡張で、翌１４年には従業員２万人を趨える大

軍需工場へと臨成1憂した。

こうした状況下で、同工堀では従業員住宅建設の６要にせまられ、当時

桑畑であつだ蜀島町８２７番地(現在の玉川町３～４丁目)附近一帯の、
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132 2 年t １ ９ ４ ７} ｉ 単 が 撮 影 し た 貴 璽 な 八 瀦 住

宅 市 咳 の 航 ９ 写 頁 、 読 在 の 玉 川 町1 ～ ５ 丁 目 付 近

ロ ー タ リ ー と 放 射 線 状 の 道 路 が は つ き り 見 え る

( 八 漓 親 和 会 所 蔵)



組織ができ、五町内会としこれを「誠町内連合会」として統一した。

この町内会は、戦後の昭和２３年秋まで続いたが翌年これを解散し、新しく今日の「八海親和

会」が結成誕生し、今日に至っている。

戦後これらの住宅は払い 下げら れ、また、昭和町として、市■（マーケット）を中心に商店街

として新たに衝造りも進められ、その結果、当時は周辺町村屈指の住宅ならびに商店街「八清」

が生まれたのである。

現在のロ ータリー前の「玉川会館」は、当時管理事務所で、後に自治体警察となった建物は、

親和忿事務所として永年使用されてきたが=若朽化が激しく、昭和４９年１０月に市立玉川会館

として、市の東部出張所と集会施設を併設し建てられた、こ のた｡め、八清親和会の’粟会場とし

ては、現在の昭和天満宮境内一角に、会員等の寄付により「’八蒲親和会館」が建てられ自治会の

活動拠点となっている。また、昔を知る人の伝間によれば、当時の自治体警察は留置誕も備え

ていたと、こ の地域では大きな■察であったようである。

戦後大火も何度か経験して、長屋や笏は一戸建てに変わり 、当時の住所は「束京都西多摩郡昭

和町福忌町８２７番地j だったが、昭和２９年５月１日に当時の昭和町と拝島町が合併して東

京都のア番目 の市として「昭島市」が誕生し、住所も「玉川町」となり今日に至っている、

時代と共に建物が新しくなっても、当時の極所には、現在も郵便局（昭島玉川郵便局）、八満浴

場（昭和湯）、八涜住宅管理事務Ｍ（玉川会館）が賎っているが、=今では当時の面彫を強すもの

は［ ］－タリ ーと八泗公園、昭和天満宮のみとなった。

八滴住宅の住民も、まちができた当時から住んでいる人（１世代）もli とんといなくなり、現

在住んでいる人達は２ 世代、３世代で、多くの人達は戦後地地域から転入してきた人たちであ

る。このた｡め地域の歴史を知る人は少なくなってしまった｡が､ 學者もここで生まれ育 つだため、

今でも幼いころの記唸で、八湾住宅|ま全團でも珍しい 「ま５ の中心にロ ータリ ーがある、斂射

状道路が広がっているまち」で、「誇れるまち」だと思っている。

また、幼いころ の記恰だが、確かまちが完薦した記念に、当時のロータリー、映画館、公咄、

女子寮などのセットになった「絵「まがき」が作られ、見た記呟が今でも微かに残っている。

以上｣

(吉田記)

昭和２９年（1954 頃 の八瀾［］一タリー　　　　　 現在の八溶ロ ータリー

と八清住il伺 年発ぞEiの昭廂市広報より）

（注）参考文意 一面駒１　１．八厦即自囁生４０岡年配ｓ事盛委員会作成「八1冑の歴史と自治宛」（Ｘs匍５８年11 月）

２，既而li関　1!成26 年９月９９掲舶　思い出の写爽館「八碕住宅」
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鳥T ？ 町 乃渚卜４ ゛ ゛ （（゚ ゛ ブIｓ載）４. 況八屑住宅眠空写耳（グーグルマｙプ）

’八罵 職廂 芸は、行 事・洒鴫 の 「Ｓ・ が ●喪 とする昏 ●・会員が 鮮り たい●報 」毫 スピー デ ィにｆ

員 に肺け るため、平 成 ２９ 年 １２ ０ １７年》か ら自 治 里ホ ーム ペー ジ の| 几` 潤 魏廟 会館 介ペー ジ』

で 『トピ ック ス』 とし て、 八傭魏 爾l恵r た●÷お 知ら せ十 根告々 その』麹等を． 箇月 １５ ～２ ０一件

プ ロ グ 朧朧してい ます．

自 宅 のイン ター ネ ットに 接続 され たｐＣ、 鍵 帯 のスマ ホを持 っ てい る方　 見 てくだ さ|．1．

ロ ダ ーグル ・ヤフ ージ ャバン麹 の機 業エン ジンか ら圖 置⇒ 「八圖 魏綱我| を 枝 寫．

ま た、j･1麦 天職会 ｛紳興の 匍 のホ ー ムページ もあり ま す．

．　　　 ［| グ ーグル ・ヤフ ージ ャバン笏 の機 業エン ジン⇒i 八 脆天 龍会1 を 謐ｓ　　　　　 ．
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